
IR組織の紹介

2019

2020

2021

2022

■ 学長室 IR推進課は前身のIR準備室から数え６年を迎え、活動の幅を広げています。

2023

2024

2025

future

◼ IR準備室 設立
IRに関わる調査・報告の作成、IRの学内広報 等

◼ IR室 設立
・学内外の教育研究/業務運営に係る情報収集
調査分析、提供

・点検評価に係る情報提供
・各種アンケート等の分析/公表
・IR委員会の設立、規定整備、開催/運営 等

前年と同様、継続的なIR活動を継続実施

前年と同様、継続的なIR活動を継続実施

◼ IR室長の選任
前年と同様、継続的なIR活動を継続実施

◼ 学長室 IR推進課 設立
・学長室内(学務課、広報課)の連携
・前年と同様、継続的なIR活動を継続実施
・IRシンポジウム、セミナー等への定期参加

◼ IR委員会が全学常置委員会へ
・全学的なIR活動を強化
・PROG結果分析を用いた退学予測/防止
・前年と同様、継続的なIR活動、室内連携を継続実施

◼ 学修者本位の教育改善、 etc
・３つのポリシーの見直し
・教育成果、学修成果の可視化
・内部/外部質保証の取り組み強化
・他大学との連携強化 等

【appendix】大学情報公開URL：

https://www.josai.ac.jp/about/information/

https://www.josai.ac.jp/about/information/

https://www.josai.ac.jp/about/information/
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教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

各種アンケート解析
新たな取り組み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 卒業時アンケートの分析『満足度の低い学生に焦点を当て、解析を試みた』

課題

手法と結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 新入生アンケートの分析『出願(入学)の理由について(入試区分にて比較)、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 新入生アンケートの分析『入学時のDP1とDP2について(入試区分にて比較)、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 新入生アンケートの分析『DPとPROGテスト結果の関係について、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

PROGとは、専攻・専門に関わらず、大卒者として社会で求められる
汎用的な能力・態度・志向－ジェネリックスキルを育成するためのプログラムです。
PROGによって、学生は、大卒者として社会で求められているジェネリックスキルを意識化し、
自身の現状を客観的に把握することが出来ます。



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 学びの成果確認アンケートの分析『学生の成長度合について、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

2023年度、2024年度の両アンケートを回答した学生について、
「2023年度～2024年度の成長度合」に応じて、解析を実施。

「プラス/不変の学生」 →  2024年度の結果はどうか。
「マイナスの学生」   →   2023年度の結果はどうか。

➢ プラスの学生で2024年度は最高評価(4)→成長を実感
例) 2023年度 評価2 から 2024年度 評価４ へ

➢ 不変の学生で2024年度も最高評価(4)→成長の余地なし
例) 2023年度 評価4 から 2024年度 評価４ へ

➢ マイナスの学生で2023年度は最高評価(4)→価値観が変わった、学んだ
例) 2023年度 評価4 から 2024年度 評価3 へ



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 学びの成果確認アンケートの分析『省察しない学生、回答数(回答率)について、解析を試みた』

課題と手法 結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

学部毎に2022年度～2024年度の3ヵ年データを用いて、
集計/解析を実施。



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 授業中間アンケートの分析『経年比較、設問毎の比較について、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

PROGテスト解析
新たな取り組み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ PROGテスト結果の分析『入学時のPROGテスト結果について(入試区分にて比較)、解析を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

DP1、DP2項目との対応関係も踏まえ、
PROGテスト結果と入試区分を比較。



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ PROGテスト結果の分析『入学時のPROGテスト結果について(成長度合い)、解析を試みた』

課題と手法 結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

DP1、DP2項目との対応関係も踏まえ、
PROGテスト結果から1年生→3年生の成長度合いを解析。

情報分析力、課題発見力、親和力、
協働力の項目がマイナス成長の学生が多かった。
情報収集力、統率力、自信創出力、
行動持続力、課題発見力の項目がプラス成長の学生が多かった。

傾向として、「対自己」項目がプラス成長、
「対人」項目がマイナス成長となっている学生が比較的多い。

レーダーチャートを用いたグラフ化

基準線よりグラフが大きく広がっている場合はプラス成長、
縮んでいる場合はマイナス成長。



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ PROGデータの活用『退学者の傾向解析(退学者条件を算出、退学者予測に活用)を試みた』

課題と手法

結果、考察

★教学マネジメント委員会にて提出済み

既に退学した学生のPROGデータから条件を導き出し、
退学者予備軍を算出。

上記のように学生データを色分けし(赤は退学可能性高い、緑は正常)、
退学リスクのある学生(退学者予備軍)を可視化。



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

学修成果の可視化
新たな取り組み



教学IRによる ”2025年度の新たな取り組み” 

■ 学内データの活用『DP達成度、GPA分布、CAP制の可視化を試みた』

可視化の状況

★教学マネジメント委員会にて提出済み

第四期認証評価に向け、
学修成果の実質化が重視され、
形だけでなく中身をわかりやすく示すことが求められている。

↓
大学内外に向けた情報公表をより見やすく、
よりわかりやすい形で情報発信していく。
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